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	（前山会長）
ただいまの出席委員は２０人であります。総会は成立いたしました。

これから、平成２６年第３回定例総会を開会いたします。

（欠席委員は吉　卓男委員、行　辰朗委員）
それでは、議事日程に入ります

日程第１　
会議録署名委員の指名を行います。

会議録署名委員に１０番南　利郎委員と１１番 松崎文好委員の２名を指名いたします。

日程第２　
会期の決定を議題といたします。

本日の総会は日程通知のとおり議案第１５号から議案第２３号までの９件を予定いたしております。

お諮りいたします。
会期は本日１日にしたいと思いますが，これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

　ご異議なしと認めます。　
よって
本総会の日程は１日と決定いたしました。
本日の議案日程はあらかじめお配りしてありますとおりを予定としております。
これにご異議ございませんか。
（「異議なし」の声あり）

ご異議なしと認めます。
日程第3

議案第１５号農地法第３条の規定による許可申請についてを議題といたします。

　事務局に議案の朗読と説明を求めます。
（澤局長）
（事務局の朗読及び説明）　

№３につきましては、贈与によります所有権移転でございます。４ページにありますように受人はさとうきび３０アール、野菜２０アール、果樹約４０アール等を栽培しており、規模拡大のためと判断いたします。

№４につきましては、贈与によります所有権移転でございます。１１ページにありますように受人は野菜２０アール、さとうきび１０アール、果樹１０アールを栽培しており、規模拡大のためと判断いたします。

№５・６につきましては、関連しますので一活して説明いたします。№５と６は売買によります所有権移転でございます。１８ページにありますように受人はマンゴー２５アールをハウス栽培し、タンカン７アールを栽培しており、規模拡大のためと判断いたします。２筆とも圃場の近くにあります。
№７につきましては、売買によります所有権移転でございます。下限面積が満たないため、議案第１８号の農業基盤強化法で１，５０９㎡を利用権設定しております。新規就農で営農計画書も添付しております。野菜の栽培を計画しており問題はないものと判断いたします。

以上５件でございます。

農地法第３条第２項の各号に該当しないため、許可要件をすべて満たして
おります。

(前山会長）

　本案に対する担当調査委員による調査意見の報告を求めます。

　山田委員

（山田委員）

　譲受人について調査報告いたします。１６日の１２時頃受人宅で調査いたしました。譲渡人とは従兄弟同士であり、叔母が生存中に所有権を移転しておくとの話があり今回の申請になったとのことです。きび、タンカン、野菜等を栽培しておりました。問題ないものと判断いします。ご審議よろしくお願いいたします。
（前山会長）

　南委員
（南委員）

　総会資料の７ページを開いてください。この申請地は平、赤木名地区の山間を切り開いて基盤整備をしてある一角にありました。先ほど山田委員からも報告がありましたように、私も３月１４日に受人と連絡をとり１５日の１０時に現地を確認いたしました。渡人とは連絡が付かず電話で確認しましたところ贈与によります所有権移転は間違いございませんとのことでありました。既にタンカンなどが植えられておりました。なお、農地法第３条の調査項目について、調査しましたところ第２項第１号、第２項第４号、第２項第７号については、別紙のとおりでありますので報告いたします。以上です。

（前山会長）

　№４について野﨑委員

（野﨑委員）

　議案第１５号農地法第３条の許可申請の№４の譲受人、譲渡人の説明をいたします。３月１４日譲受人宅で説明を受けました。譲受人の妻と譲渡人とは兄妹であります。譲渡人は自動車整備工場を経営しており多忙なため、農業はできないということで、譲受人へ贈与で提供するということでした。
　譲渡人とは電話で確認したところ申請書には間違いございませんとのことでした。許可要件は問題ないものと考えます。なお、農地法第３条の調査項目について、調査しましたところ第２項第１号、第２項第４号、第２項第７号については、別紙のとおりでありますので報告いたします。

（前山会長）
　№５と６は譲受人が関連しますので一括して報告して下さい。山田委員
（山田委員）
　農地法第３条の規定による許可申請の№５と６について、調査いたしましたので報告いたします。受人宅を訪問しましたら不在でしたので、電話でしましたところ大阪に所用で来ているとのことでした。申請書のとおり売買での所有権移転については間違いありませんとのことです。受人はマンゴーとタンカンを栽培しており、許可要件は問題ないものと判断します。
（前山会長）
　事務局

（中尾分室長）

　議案第１５号農地法第３条№５の譲渡人に３月１４日午後３時３７赴任に電話で確認しました。所有権移転、売買は申請書のとおり間違いないということでした。
（前山会長）
　№５の土地と№６の譲渡人と土地について、泉委員

（泉委員）
　農地法第３条の規定による許可申請の№５の土地と№６の譲渡人と土地について、調査報告いたします。№５の土地は譲渡人が以前豚を飼育しておりましたが経営がうまくいかずにやめてから５～６年はなり、荒れた状態でした。
　№６の譲渡人に３月１５日の１９時頃に自宅で面会して話を伺いました。書類に間違いないとのことでした。なお、農地法第３条の調査項目について、調査しましたところ第２項第１号、第２項第４号、第２項第７号については、別紙のとおりでありますので報告いたします。皆様方のご審議よろしくお願いします。
（前山会長）
　屋島委員

（屋島委員）

　議案第１５号№７の農地法第３条の規定による許可申請について、ご報告いたします。３月１５日午前１１時すぎに渡人に聞き取り調査をしました。申請書のとおり８０８㎡の土地を１２０万円で売買するということに間違いないという事でした。
　受人とは３月１７日午前７時３０分に受人宅で聞き取り調査をしました。土地については、受人の親の土地と隣接しており申請地も借りて野菜等を栽培しているという事でした。許可要件に問題はないものと判断いたします。以上報告いたします。
（前山会長）
　土地について榮委員

（榮委員）

　農地法第３条の規定による№７所有権移転売買における申請地の調査報告をいたします。３月１７日月曜日午前１１時頃譲受人立ち会いの下、現地確認を行いました。現農地には既に今が旬の冬野菜が様々栽培されており、
添付された営農計画書にも示されてありますように、今後も野菜をメインに営農されるとのことでした。又、申請地は第１種農地でもあり、周辺農地への影響もなく、問題はないのと思われます。なお、農地法第３条の調査項目について、調査しましたところ第２項第１号、第２項第４号、第２項第７号については、別紙のとおりでありますので報告いたします。
（前山会長）
　それでは本案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

　

(「なし」の声あり)

質疑がないようですから、これをもって質疑を終結いたします。

  お諮りいたします。

　議案第１５号農地法第３条の規定による許可申請については、担当調査員による調査意見の報告のとおり、許可意見と認めることにご異議ございませんか。

(「異議なし」の声あり)

ご異議なしと認めます。

よって

議案第１５号農地法第３条の規定による許可申請については、審議の結果、これを認めることに決定いたしました。

　暫時休憩いたします。
（前山会長）

休憩前に引き続き再開します。

日程第４
　議案第１６号農地法第４条の規定による許可申請についてを議題といたします。

事務局に議案の朗読と農地区分の報告を求めます。

（澤局長）

(事務局の朗読及び説明)
№２につきましては、平成２４年１２回定例総会の農地法第５条申請で砂採取をした場所でございます。太陽光発電による発電パネルを設置するための転用申請であります。発電能力が４９．４キロワットに２０２枚のパネルを設置するということです。設置費用は自己資金と借入になります。申請地は宇宿集落内にあり、周囲は保育園、市営住宅に囲まれた農地で、小団地の農用地区域外で生産性の低い農地のため、農地区分は第２種農地と判断いたします。以上１件でございます。
（前山会長）　　
本案に対する担当調査委員による調査意見の報告を求めます。
　昇委員

（昇委員）
　只今、議題となりました農地法第４条第１項の規定による許可申請議案について、調査の結果を報告いたします。この案件は国の施策に乗り太陽光発電施設を設置するための転用許可申請である。申請書には間違いありませんとのことでありました。去る３月１７日午後、現地踏査を調査員３名の他、分室長、申請者にも同道を求め現地を確認致しました。現地は
集落内にあり東西には保育所、市営住宅が隣接し南側は市道を挟んで農地があります。農地への影響はないもと思われます。また、周囲には防護柵を設置する計画となっています。近年の自然エネルギーの期待の高まりの中で太陽光発電施設設置の機運が広がりつつあるところである。これらの情勢の現今を考えるならば申請は妥当であり、異議をとなえる理由はないと考えられます。
（前山会長）
　肥後委員

（肥後委員）
　議案第１６号農地法第４条の規定による許可申請の土地について、調査を行いましたので報告いたします。３月１７日１４時より申請地に於いて、申請人立ち会いの下、中尾笠利分室長、野﨑委員、昇委員、私を含めて調査を
いたしました。その結果、転用を許可しても特に他の農地、周辺環境に問題のある申請ではないと判断します。ご審議よろしくお願いします。
（前山会長）
　野﨑委員

（野﨑委員）
　議案第１６号農地法第４条の規定による許可申請の№２の説明をいたします。３月１７日午後２時より申請人立ち会いの下、昇委員、肥後委員、笠利分室長、私も参加し、現地で説明を受けました。太陽光発電を設置するために転用したいという事を説明受けました。農地や周辺に被害を与える影響はないものと思います。委員の皆さんのご審議よろしくお願いします。
（前山会長）
　それでは本案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

　
(「なし」の声あり)
　質疑がないようですから、これをもって質疑を終結いたします。

  お諮りいたします。

議案第１６号農地法第４条による許可申請については担当調査委員による調査意見の報告のとおり、許可意見と認めることにご異議ございませんか。

(「異議なし」の声あり)

ご異議なしと認めます。

よって
議案第１６号農地法第４条の規定による許可申請については、審議の結果各項目とも適当と認めて県農業会議へ諮問することに決定いたしました。

　

日程第５

議案第１７号名瀬地域農用地利用集積計画（利用権設定）の合意解約の決定についてを議題といたします。

　事務局に議案の朗読及び説明を求めます。

（澤事務局）

　（事務局の朗読及び説明）

（前山会長）

　質疑に入ります。質疑ございませんか。
　

(「なし」の声あり)
質疑がないようですから，これをもって質疑を終結いたします。
お諮りいたします。

議案第１７号名瀬地域農用地利用集積計画(利用権設定)の合意解約の決定については、これを認めることにご異議ございませんか

　(「異議なし」の声あり）
よって、議案第１７号名瀬地域農用地利用集積(利用権設定)の合意解約決定については、審議の結果これを認めることに決定いたしました。
　この議案の№２については喜野委員に関連する事案が含まれておりますので、先に№１と№３から№１１を審議いたします。

日程第６
　議案第１８号名瀬地域農用地利用集積計画（利用権設定）の決定についての№１と№３から№１１を議題といたします。

　事務局に議案の朗読及び説明を求めます。
（澤局長）

　（事務局の朗読及び説明）

内容につきまして農業経営基盤強化促進法第18条第3項の各要件を満たしていることを報告いたします。
（前山会長）

　質疑に入ります。質疑ございませんか。
　
(「なし」の声あり)
質疑がないようですから，これをもって質疑を終結いたします。
お諮りいたします。

議案第１８号名瀬地域農用地利用集積計画(利用権設定)の決定についての№１と№３から№１１については、これを認めることにご異議ございませんか。
　(「異議なし」の声あり）
よって、議案第１８号名瀬地域農用地利用集積(利用権設定)の決定についての№１と№３から№１１については、審議の結果これを認めることに決定いたしました。
　議案第１８号№２につきましては、喜野委員に関連する事案がふくまれておりますので、喜野委員につきましては農業委員会法第２４条の規定に基づき議事参与の制限により、当事案の審議開始から終了まで退席をお願いします。関係議案終了後に入室・着席して頂きます。
　（喜野委員退席）

議案第１８号名瀬地域農用地利用集積計画（利用権設定）の決定についての№２を議題といたします。

　事務局に議案の説明を求めます。
（澤局長）

　（事務局の説明）

内容につきまして農業経営基盤強化促進法第18条第3項の各要件を満たしていることを報告いたします。
（前山会長）

　質疑に入ります。質疑ございませんか。
　

(「なし」の声あり)
質疑がないようですから，これをもって質疑を終結いたします。
お諮りいたします。

議案第１８号名瀬地域農用地利用集積計画(利用権設定)の決定についての№２については、これを認めることにご異議ございませんか

　(「異議なし」の声あり）
よって、議案第１８号名瀬地域農用地利用集積(利用権設定)の決定についての№２については、審議の結果これを認めることに決定いたしました。
　（喜野委員入室着席）

日程第７
　議案第１９号住用地域農用地利用集積計画（利用権設定）の決定についてを議題といたします。

　事務局に議案の朗読及び説明を求めます。

（用稲主幹）

　（事務局の朗読及び説明）

内容につきまして農業経営基盤強化促進法第18条第3項の各要件を満たしていることを報告いたします。
（前山会長）

　質疑に入ります。質疑ございませんか。
　

(「なし」の声あり)
質疑がないようですから，これをもって質疑を終結いたします。
お諮りいたします。

議案第１９号住用地域農用地利用集積計画(利用権設定)の決定については、これを認めることにご異議ございませんか

　(「異議なし」の声あり）
よって、議案第１９号住用地域農用地利用集積(利用権設定)の決定については、審議の結果これを認めることに決定いたしました。
日程第８
　議案第２０号笠利地域農用地利用集積計画（利用権設定）の合意解約の決定についてを議題といたします。

　事務局に議案の朗読及び説明を求めます。

（中尾分室長）

　（事務局の朗読及び説明）

（前山会長）

　質疑に入ります。質疑ございませんか。
　

(「なし」の声あり)
質疑がないようですから，これをもって質疑を終結いたします。
お諮りいたします。

議案第２０号笠利地域農用地利用集積計画(利用権設定)の合意解約の決定については、これを認めることにご異議ございませんか

　(「異議なし」の声あり）
よって、議案第２０号笠利地域農用地利用集積(利用権設定)の合意解約決定については、審議の結果これを認めることに決定いたしました。
日程第９
議案第２１号笠利地域農用地利用集積計画（利用権設定）の決定についてを議題といたします。

　事務局に議案の朗読及び説明を求めます。

（中尾分室長）

　（事務局の朗読及び説明）

内容につきまして農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしていることを報告いたします。
（前山会長）

　質疑に入ります。質疑ございませんか。
　

(「なし」の声あり)
質疑がないようですから，これをもって質疑を終結いたします。
お諮りいたします。

議案第２１号笠利地域農用地利用集積計画(利用権設定)の決定については、これを認めることにご異議ございませんか

　(「異議なし」の声あり）
よって、議案第２１号笠利地域農用地利用集積(利用権設定)の決定については、審議の結果これを認めることに決定いたしました。
日程第１０
議案第２２号非農地の認定についてを議題といたします。

事務局に議案の朗読及び説明を求めます。

（澤局長）

(事務局の朗読と説明)

　№１につきましては、昭和３０年頃から農地として利用しておらず、現在は山林化し農地も７８ページの写真にありますように山の中腹にあり、農地としての復元は困難と判断いたします。また、以前は農地へ通う細い道もあったようですが、農道が開通したため道も現在はなくなっております。
　№２につきましては、８２ページの写真にありますように昭和６０年頃から農地としては利用しておらず荒廃化しております。周囲は山林と雑種地に囲まれ山林は掘削され更地なっており今後、農地としての利用は不可能と考えます。以上２件でございます。

（前山会長）

　本案に対する担当調査委員による、調査意見の報告を求めます。

山下委員

（山下委員）

　議案第２２号非農地の認定№１について、調査報告いたします。平成２６年３月１７日午前１０時、現場に於いて、局長、次長、志岐委員、榮委員、私に計５名で申請人に直接お会いして、お話を聞くことができました。申請人は現在８１才であります。昭和３３年、今から５６年前より畑として利用していないとのことでした。申請書のとおり間違いないとのことでした。以上で調査報告を終わります。
（前山会長）
　榮委員

（榮委員）
　３月１７日月曜日午前１０時過ぎ、事務局２名、委員３名、申請人合わせて６名で現地を確認致しました。現地は半世紀（５６年間）以上、耕作された状況もなく、既にイタジイやシイの大木が生え森林化した状況でありました。更に急勾配の傾斜地でもあり、非農地化とせざる得ない基準に達しているものと思われます。因みに非農地化後、すぐに売買される計画もなく、水利権、伐採等の問題も生じなく、周辺地域への迷惑もかからないものと思われます。
（前山会長）
　土地について、山下委員
（山下委員）
　議案第２２号非農地の認定№１について、報告いたします。平成２６年３月１７日午前１０時、局長、次長、志岐委員、榮委員、私、申請人の計６名で現地調査いたしました。申請地は既に山林化しており、農地への復元は困難と思われ、非農地の許可基準に達していると思います。以上で調査報告終わります。
（前山会長）
　志岐委員

（志岐委員）

　議案第２２号非農地の認定について、調査報告いたします。内容については、両委員から詳しく報告がありましたとおりでます。何しろ５６年間も農地として利用しておらず、大木が生え山林化しており元の農地への復元は不可能と思われます。ご審議よろしくお願いします。
（前山会長）

　山田委員

（山田委員）

　議案第２２号非農地の№２について調査報告いたします。３月１７日午後２時３０分に局長、分室長、赤﨑委員、前田委員、私で現地を調査いたしました。申請地は山林や原野に囲まれており、木が覆い尽くし山林化しておりました。農地への復元は困難と思われます。
（前山会長）
　前田委員

（前田委員）
　今、山田委員から報告がありましたように、１７日の午後２時３０分に現地を確認いたしました。字絵図では田んぼということでありますが、現地は既に荒れ果て写真にありますとおりでございます。８３ページの写真に車が写っていますが、この車の上のあたりに申請地があったそうです。現況としては、田んぼに返すこと困難で非農地はやむ得ないものと思います。
（前山会長）
　赤﨑委員
（赤﨑委員）
　１７日月曜日午後２時３０分に山田委員、前田委員、中尾分室長、局長、私で現地を確認致しました。先ほどからお話しがありますように８３ページの車が写っています車の上付近に２４５㎡の田んぼがあったということです。その下には小川があり、周りは山林、原野に囲まれており、農地への復元は不可能と思われ、何ら問題はないものと思います。
（前山会長）

　これから本案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

　(「なし」の声あり)

他に質疑がないようですから、これをもって質疑を終結いたします。

お諮りいたします。

議案第２２号非農地の認定については、担当調査委員による調査意見の報告のとおり、これを認めることにご異議ございませんか

(「異議なし」の声あり）

ご異議なしと認めます。

よって

議案第２２号非農地の認定については審議の結果，これを認めることに決定いたしました。

日程第１１
議案第２３号下限面積（別段面積）の認定についてを議題といたします。

事務局に議案の朗読と説明を求めます。

（澤局長）

(事務局の朗読と説明)

下限面積（別段面積）につきましては、昨年、全地区２０アールに統一してありますが、毎年、この別段面積は総会に諮り決定しなければなりませんので、ご審議よろしくお願いします。

（前山会長）

　これから本案に対する質疑に入ります。

別段面積につきましては、昨年、全地区２０アールに統一してあります。質疑ございませんか。

　

(「なし」の声あり)

質疑がないようですから、これをもって質疑を終結いたします。

お諮りいたします。

議案第２３号下限面積（別段面積）認定については、これを認めることに、ご異議ございませんか。

(「異議なし」の声あり）

ご意義なしと認めます。

よって、議案第２３号下限面積（別段面積）の認定については、審議の結果奄美市全地区を２０アールに決定いたしました。

以上で、本日用意した議事日程はすべて審議を終了いたしました。
連絡事項等があるようですから、これから協議会へ移します。

(前山会長)

　正会に返します。
　以上で，本日用意した案件は全て審議終了いたしました。

　本日はこれにて散会いたします

　お疲れ様でした。
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